
フ.8・9月号

昭和60年8月21日発行

戸圏、

~ 

戸画、

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
採
苗
器

(
川
内
産
)

.-、

陸
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湾
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ガ
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生
産
安
定
の
た
め
に

(鮒コーセイ印刷

今
年
の
ホ
タ
テ
稚
貝
採
取
は
、
平
野
主
任

研
究
員
の
報
告
(
別
掲
)
の
と
お
り
、
現
在

順
調
に
推
移
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

昨
年
、

一
昨
年
と
稚
貝
確
保
に
一
方
な

ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た
乙
と
を
思
い
ま
す

と
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
の
役
員

の
方
々
に
は
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
さ

れ
て
い
る
乙
と
と
推
察
い
た
し
て
お
り
ま

す
。湾

内
各
浜
と
も
お
だ
や
か
な
空
気
で
あ

り
、
漁
業
者
に
も
間
分
と
ゆ
と
り
が
あ
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、

乙
れ
か
ら
が
ホ
タ
テ
生
産
の

本
番
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
ど
う
す
べ

き
か
は
、
す
で
に
漁
業
者
の
方
々
は
よ
く

と
承
知
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

去
る
七
月
十
九
日
「
春
季
ホ
タ
テ
ガ
イ

養
殖
実
態
調
査
結
果
」
(別
掲
)
報
告
後
、

水
産
庁
南
西
海
区
研
究
所
岡
本
室
長
が
、

「
広
島
湾
の
カ
キ
養
殖
の
現
況
と
今
後

所
長

武
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尾

主皇
広司

蔵

(
別
掲
)
に
つ
い
て
講
演
さ

の
問
題
点
」

れ
ま
し
た
。

お
話
を
伺
う
と
我
々
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

が
歩
ん
で
き
て
い
る
と
と
と
、
よ
く
も
こ

ん
な
に
似
て
い
る
も
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
同
氏
は
、
今
日
の

「
広

島
カ
キ
」
の
問
題
は
「
漁
師
の
欲
」
に
よ

る
も
の
だ
と一
玄
い
切

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
巌
後
に
「
海
は
俺
達
の
も
の
と

云
ろ
だ
け
で
な
く
、
子
や
孫
に
、
よ
り
良

い
漁
場
宇
佐
引
継
ぐ
べ
き
だ
。
」
と
一
玄
っ
て
お

り
ま
す
。

乙
の
と
と
は
、
心
に
探
く
銘
記

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

幸
い
、
当
む
つ
湾
の
漁
場
老
佑
は
そ
れ

程
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
漁
場

の
生
産
力
の
範
囲
内
で
、
且
取
大
の
効
果
を

持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
現
在
漁
業

者
の
心
の
ゆ
と
り
が
あ
る
今
、
ホ
タ
テ
ガ
イ

安
定
生
産
へ
向
け
て
、
総
量
規
制
、
適
正

増
養
殖
管
理
の
徹
底
に
踏
み
き
ら
れ
る
よ

う
山
か
ら
期
待
す
る
も
の
で
す
。
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陸
奥
湾
の
海
況
推
移

(
六
十
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
)

同~同~民~民~回~$同~出~民~民~民岳民~回~2

今
回
お
知
ら
せ
す
る
四
月
か
ら
七
月
ま

で
の
期
聞
は
、
ち
ょ
う
ど
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

稚
貝
の
付
着
か
ら
採
取
の
時
期
に
あ
た
り

ま
す
。
従
っ
て
、
陸
奥
湾
の
海
況
の
推
移

が
最
も
注
目
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
る
わ
け

で
す
。乙
の
時
期
の
陸
奥
湾
の
海
況
の
特
性
と

し
て
は
、
大
き
く
次
の
三
点
の
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の

一
つ
は
、
周
知
の
と
お
り
、
水
温

上
昇
が
著
し
い
こ
と
で
す
。

過
去
観
測
の

平
均
で
み
る
と
、
表
層
で
は
今
期
内
に
十
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正

六
℃
程
度
上
昇
し
て
一一一

t
一一一

一℃
の
水
温

と
な
り
、
侮
雨
明
け
後
か
ら
は
夏
場
の
高

水
温
期
を
迎
え
ま
す
。
中
層
以
深
で
も
大

き
く
上
昇
し
ま
す
が
、
深
く
な
る
に
つ
れ

て
そ
の
度
合
は
小
さ
く
、
中
層
で
十
三

t

十
四
℃
、
底
層
で
八

t
十
℃
程
度
の
上
昇

に
と
ど
ま
り
す
。
従
っ
て
、
表
層
と
底
層

の
水
温
差
が
大
き
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る

「
成
層
」
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
中
層
以
深
の
水
温
は
、
秋
に

か
け
て
さ
ら
に
上
昇
を
つ
づ
け
ま
す
。

二
つ
め
は
、
融
雪
水
や
降
雨
に
よ
り
何

川
水
が
大
量
に
流
入
す
る
た
め
、

年
聞
の
う
ち
で
霞
も
塩
分
が
低
下

す
る
乙
と
で
す
。
年
に
よ
り
か
な

Y

り
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
が
、
過

で

移
去
観
測
の
平
均
で
み
る
と
、

例
え

「

唯
ば
表
層
で
は
、
七
月
頃
に
は
三
二
・

7
酌
七
程
度
に
ま
で
下
が
り
ま
す
。

[

跡
三
つ
め
は
、
夏
場
に
向
け
て
湾

一

平

内
全
域
で
期
の
流
れ
が
速
く
な
る

「

判
乙
と
で
す
。
特
に
、
湾
口
部
の
平

「

舘
村
仰
で
は
、
七
月
か
ら
八
月
に
か

‘
図

け
て
年
間
で
最
も
南
流
が
強
く
な
り

ま
す
。
潮
時
や
気
象
条
件
に
よ
っ
て

は
、
時
に
急
期
が
発
生
す
る
こ
と

(
 

戸由、

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
湾
外
の
津
軽
暖
流

水
が
大
量
に
直
接
流
入
し
て
き
て
、
湾
内

の
水
温
や
塩
分
を
急
変
さ
せ
る
乙
と
も
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
以
上
の
特
性
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
年
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
た
め
、

乙
の
時
期
に
は
、
海
況
が
複
雑
か
つ
急
激

に
変
佑
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
わ

け
で
す
。

さ
て
、

プ
イ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
観
測
結

果
か
ら
み
た
今
期
の
海
況
の
推
移
を
、
水

温
変
他
を
中
心
に
、
月
別
毎
に
述
べ
て
み

ま
す
。図
ー
は
、
今
期
内
の
水
温
変
伯
を
示
し

た
も
の
で
す
。
上
段
は
ブ
イ

一
m
層
と
茂

浦
地
先
表
面
、
下
段
は
ブ
イ
底
層
の
、
そ

れ
ぞ
れ
半
旬
平
均
水
混
で
す
。
図

2
は、

'(拳句}

(月)

::μL-弓戸
:jJ45三三二?
図2 半匂平均水温の平年差の推移

図
1
と
同
じ
半
旬
平
均
水
湿
の
平
年
差
(
平

年
値
は
過
去
観
測
の
平
均
、
東
湾
ブ
イ
の

場
合
に
は
旧
シ
ス
テ
ム
の
大
島
プ
イ
の
デ
ー

タ
を
使
用
)
の
推
移
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

上
段
か
ら
順
に
、
ブ
イ

一
m
層
と
茂
浦
地

先
表
面
、
ブ
イ
十
五

m
層
、
ブ
イ
底
層
の

そ
れ
を
示
し
ま
す
。
図
3
に
は
、
七
月
後

半
の
湾
口
部
の
流
れ
の
変
伯
を
一
示
し
ま
し

た
。
上
段
が
十
五

m
層
、
下
段
が
底
層
で

す
。
線
の
向
き
が
流
向
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

紙
面
の
上
下
左
右
が
そ
れ
ぞ
れ
北
、
南
、

西
、
東
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
線
の
長

短
で
流
速
の
大
小
宇
伊
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

四

月

下
層
で
平
年
よ
り
低
水
温
が
つ
づ
い
た

が
、
上
層
で
は
全
般
に
順
調
に
界
湿
し
平

年
並
み
に
推
移
。
月
内
に
上
層
水
温
の
海
域

十 "f~~f村吋??

戸ー、
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湾口部の疏れの変化図 3

差
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
し
だ
い
に
よ
下
差

が
拡
大
。
月
末
の
水
温
は
、

表
層
が
湾
全

域
で
戸
C
、
中
層
が
同
じ
く
八

t
九
℃
、

底
層
で
は
湾
口
部
と
西
湾
側
が
七
t
八
℃
、

東
湾
側
が
か
な
り
低
く
五
℃
前
後
。

五

月

東
湾
側
底
層
を
除
き

一
℃
ほ
ど
平
年
よ

り
高
め
の
こ
と
も
あ
り
、
平
年
並
み
か
ら

高
め
気
味
に
推
移
。
東
湾
側
底
層
で
も
月

後
半
に
三
℃
ほ
ど
急
上
昇
し
、

底
層
の
低

温
傾
向
も
湾
全
域
で
ほ
ぼ
回
復
。
月
末
の

水
温
は
、

表
層
が
湾
全
域
で
十
三
℃
、
中

層
が
同
じ
く
十
一

t
十
二
℃
、
底
層
で
は

湾
口
部
が
七
t
九
℃
の
範
囲
、
商
湾
側
十

℃、

東
湾
側
八
℃
台
。
五
月
に
入
り
、
西
湾

側
表
困
層
で
塩
分
が
大
幅
に
低
下
し
、
上
下
変

動
車
苧
ν
く
大
。
湾
全
域
で
も
か
な
り
億
九

湾
口
部
の
流
れ
は
全
般
に
例
年
よ
り
強

く
、
南
流
優
勢
。
最
高
流
速
は
毎
秒

0
・

五
m
を
上
回
り
、
五
月
と
し
て
は
過
去
巌

高
。
月
末
近
く
に
は
、
西
湾
側
底
層
に
低

水
温
・
高
塩
分
な
湾
外
水

(津
軽
暖
流
水
)

が
分
布
。

六

月

月
半
ば
頃
を
中
心
に
湾
全
域
で
平
年
よ

り
二
℃
前
後
も
低
温
伯
。
し
か
し
、
そ
の

後
は
順
調
に
界
湿
し
て
、
東
湾
側
底
層
の

ほ
か
は
月
末
ま
で
に
平
年
並
み
に
ま
で
回

復
。
月
末
の
水
温
は
、
表
層
が
湾
全
域
で

十
六

t
十
七
℃
、
中
層
が
湾
全
域
と
も
に

変
佑
が
大
き
く
十
三

t
十
六
℃
の
範
囲
、
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底
層
で
は
、
湾
口
部
が
十

t
十
三
℃
の
範

囲
で
変
伯
、
西
湾
側
十

一
℃
、
東
湾
側
九

℃。
湾
口
部
の
流
れ
は
、
ひ
き
つ
づ
き
例
年

よ
り
強
め
に
推
移
。
湾
外
水
は
、
上
旬
内

に
東
湾
側
底
層
に
ま
で
分
布
。
同
海
域
の

下
層
で
は
、
急
激
な
塩
分
上
昇
と
、
水
温

の
降
下
な
い
し
は
停
滞
が
つ
づ
い
た
。

七

月

水
混
は
、
月
前
半
に
東
湾
側
底
層
で
低

温
が
目
立
っ
た
ほ
か
は
、
全
般
に
平
年
並

み
に
近
い
範
囲
の
高
低
差
で
推
移
。
月
半

ば
す
ぎ
か
ら
は
東
湾
側
底
層
で
も
か
な
り

上
昇
し
、
平
年
並
み
に
回
復
。
十
九
日
の

梅
雨
明
け
後
か
ら
は
、
湾
全
域
の
表

・
中

層
で
上
昇
傾
向
が
強
ま
り
、
表
層
の
日
最

高
水
温
は
二
五
℃
を
観
測
。
月
末
の
水
温

は
、
表
層
が
湾
全
域
で
二
二
℃
前
後
、
中

層
が
同
じ
く
十
九

t
二
Q
℃
、
底
層
で
は

湾
全
域
と
も
に
日
変
伯
が
大
き
く
、
湾
口

部
十
二

t
十
九
℃
の
範
囲
、
西
湾
側
と
東

湾
側
と
も
に
十
二

t
十
五
℃
の
範
囲
。

塩
分
は
、
湾
全
践
の
お
も
に
表

・
中
層

で
か
な
り
低
下
。
月
末
頃
に
は
、
例
年
よ

り
低
め
の
三
二

・
一
t
一二二

・
六
の
範
囲
。

湾
口
部
の
流
れ
は
、

二
十
二
日
以
降
、

中
・
底
層
と
も
に
著
し
く
強
勢
他
。
特
に、

中
層
で
は
過
去
霞
高
の
毎
秒

0
・
八
六

m

の
速
さ
を
記
録
。

総
じ
て
、
七
月
下
旬
に
入
っ
て
か
ら
の

海
況
の
急
変
が
目
立
っ
た
。
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フ
年
小
ホ
タ
テ
ガ
イ
天
然
探
苗

予
報
調
査
を
振
り
返
っ
て

ほ
た
て
貝
部
主
任
研
究
員

平

野

忠

で
三
月
中
旬
か
ら
、
東
湾
で
四
月
上
旬
か

ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ラ
1
パ
調
査
は
二一月
に
増
殖
セ
ン
タ
ー

と
青
森
市
水
産
指
導
セ
ン
タ
ー
で
行
な
い
、

四
月
か
ら
は
全
湾

一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
三
月
か
ら
四
月
始
め
に
か
け
て
と
、

四
月
末
か
ら
五
月
末
に
か
け
て
の
二
つ
の

山
が
み
ら
れ
た
の
が
特
徴
で
(
図

2
)
、

こ
れ
は
西
湾
と
東
湾
の
産
卵
期
の
ズ
レ
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
震
初
の
山
が
西
湾

産
卵
群
、
後
の
山
が
東
湾
産
卵
群
に
由
来

す
る
ラ
1
パ
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

ネ
ブ
タ
祭
り
が
近
づ
き
、
あ
ち
こ
ち
で

嚇
し
の
練
習
す
る
音
が
聞
乙
え
て
き
て
、

み
ち
の
く
の
夏
も
た
け
な
わ
と
い

っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
陸
奥
湾
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

稚
貝
の
採
取
作
業
が
早
い
と
こ
ろ
で
は
七

月
中
旬
に
始
ま
り
、
月
末
の
段
階
で
ほ
と

ん
ど
の
地
区
で
終

っ
た
よ
う
で
す
。

昨
年

一一一
月
の
母
貝
調
査
か
ら
始
ま
っ

た
採
苗
予
報
調
査
も

一
段
落
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
、
今
年
の
本
調
査
を
ふ
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

順

調

な

滑

り

出

し

一
昨
年
、
昨
年
と
採
苗
が
不
調
で
当
初

か
ら
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
母
貝
調
査

(
写
真
①
)
に
よ
る
生
殖
巣
指
数
は
図
ー

の
よ
う
に
比
較
的
順
調
で
、
産
卵
は
西
湾

戸ヘ

垂下地まき

空出。 I
lil6 
野辺地。 . I 
横 眠 I 

川内 ロ ・
脇野沢 マ
茂摘 。

一
一
「
間
観
測

ラ
l
パ
調
査
は
今
ま
で
日
中
に
し
か
行

な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
夜
の
間
ラ
l
バ
は
ど

こ
に
ど
う
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

調
査
は
何
年
も
前
か
ら
課
題
に
な
り
な
が

ら
実
現
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

昨
年
、
今
年
と
ほ
た
て
貝
部
の
平
均
年
令
を

大
幅
に
下
げ
る
こ
人
(
対
馬
技
師
、
榊
授

師
)
が
相
次
い
で
加
わ
っ
た
た
め
、
小
生

も
力
づ
け
ら
れ
て
や
っ
と
実
現
さ
せ
た
わ

け
で
す
。

最
初
は
五
月

一
七
日
、
茂
浦
の
漁
船
を

頼
ん
で
東
湾
ブ
イ
ま
で

一
時
間
半
か
か
っ

て
到
着
し
、

一
回
目
の
採
集
を
終
え
た
途

端
に
大
シ
ケ
と
な
り
止
む
な
く
撤
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
二
度
目
は
五
月
二

四
日
、
場
所
を
青
森
プ
イ
に
変
更
し
て
再

挑
戦
、
ペ
タ
ナ
ギ
に
恵
ま
れ
ま
し
た
(
写

真
①
)
。
初
め
は
張
り
切
っ
て
い
た
三
人

も
明
け
方
に
は
さ
す
が
に
疲
れ
グ
ッ
タ
リ

で
し
た
(
写
真
①
)
。

②ラーパ採集 (24時間観測)

と

問
数指巣

一

殖
一4
生

」

の
一

月
一

~

温

」

l
水

一，

z
年

面

一

印
表

ー一

和

滞

陣

IJ

I

特一

昭

茂

J

-

J

J

1

l
f
fト
品
川
止

1

凹

回

図

。

0

0

 

2

1
 

生
嫡
巣
指
数
(
%
)
・
水
温
〔
℃

ヲ

I 4.000 

ノ〈

出

現

数 3.000

( 

個

/ 
111 2.000 
) 

1. 000 

図2
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5/25 

出現数←一一一→1， 000個/rrt

24時間観測におけるラーパの鉛直分布と水温変化

24時間観測

小生夜lζは強い対馬君

22 

5/24 

さ
て
、
ラ

1
パ
の
鉛
直
分
布
は
図

3
の

と
お
り
で
す
が
、
当
初
予
想
し
た
よ
う
な

上
下
移
動
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
こ
れ
は
一フ
l

パ
の
増
減
が
鉛
直
方
向
よ
り
水
平
方
向
の

移
動
に
よ
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
乙
の
課
題
は
機
会
を
目
見
て

ま
た
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

深

吊

り

を

す

す

め

る

ラ
1
パ
の
測
定
(
写
真
④
)
と
解
析

(
写
真
①
)
を
経
て
、
採
苗
速
報
の
発
行

と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
今
年
は
速
報
第

四
号
で
四
月
下
旬
か
ら
採
苗
器
を
投
入
す

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
投
入
の
時
期

と
し
て
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
と
い
え
ま
す
。

採
苗
器
あ
た
り
の
付
着
数
は
図

4
の
よ

う
に
東
湾
側
に
多
く
、
平
均
は
西
湾

一
万

二
千
個
、
東
湾
六
万
個
、
全
湾
で
は
三
万

図3

~部司中の榊君

〆画、

五
千
個
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
問
題
は
乙
れ
か
ら
で
、
折
角
付
い

た
稚
貝
を
殺
し
て
は
今
ま
で
の
苦
労
も
水

の
泡
、
昨
年
の
よ
う
な
高
水
温
を
避
け
る

た
め
水
深

一
五
m
以
上
に
沈
め
る
よ
う
、

採
苗
速
報
や
養
殖
管
理
情
報
で
強
調
し
た

結
果
、
か
な
り
実
行
さ
れ
て
成
果
が
出
た

よ
う
で
す
。

七
月
中

t
下
旬
に
は
白
鳥
丸
、
な
つ
ど

也

明
け
方
に
は
グ

ツ
タ
リ

(μ
時
間
観
測
)

ま
り
、
平
内
漁
協
の
「
ひ
ら
な
い
」
、
あ

る
い
は
船
外
機
船
を
駆
っ
て
採
取
作
業
中

の
船
を
廻
り
状
況
を
調
べ
ま
し
た
(
写
真

①
)
。

そ
の
結
果
、
七
月
末
現
在
ま
で
問

題
に
な
る
よ
う
な
大
き
な
へ
い
死
も
な
く

成
長
も
順
調
で
す
。
た
だ
気
に
な
っ
た
と

と
は
、
稚
貝
を
た
め
て
い
る
タ
ラ
イ
や
ボ
ー

ル
の
海
水
の
水
温
が
か
な
り
高
い
乙
と
で
、

o 5 IOl.o 
/ー、

~ 4 

二
五
℃
近
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
一一
一ニ

℃
以
上
の
高
水
混
は
ホ
タ
テ
の
大
敵
な
の

で
水
換
え
を
こ
ま
め
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

乙
の
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
が
出
る
頃
に
は

ま
た
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
昨
年
皆
さ
ん
が
苦
労
し
て
採

っ

採苗器 l袋あたりの

ホタテヵーイ付着数(万個)

守
)
ラ
1

パ
の
測
定

戸画、

た
あ
の
小
さ
な
稚
貝
が
、
い
ま
立
派
に
成

長
し
て
い
る
の
宇
佐
見
る
に
つ
け
、
た
い
が

い
の
難
局
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
気
が
し
ま

す
。
丈
夫
な
種
苗
を
作
っ
て
下
さ
い
。

⑤

稚
員
採
取
状
況
を
調
査



春
期
ホ
タ
テ
ガ
ノ
ゲ
養
殖
伊
〈
態

調
査
結
果
に
つ
い
て

ほ

た

て

員

部

技
師

榊

昌

文

低
下
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

養
殖
方
法
別
で
の
成
績
(
へ
い
死
率
プ

ラ
ス
異
常
貝
出
現
率
)
は
、
パ
ー
ル
ネ
ッ

ト
四

・
一
%
、
耳
吊
り
四

・
二
%
及
び
丸

篭
八

・
四
%
と
な
っ
て
お
り
、
丸
篭
の
成

績
が
や
や
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
(
表
3
)
。

次
に
、
養
殖
貝
の
成
長
は
、
全
湾
平
均

で
、
殻
長
六

・
九
仰
(
昨
年
同
期
七

・
二

m
)。
重
量
四
一

・
一二

g
(昨
年
同
期
四
三
・

八

g
)
と
、
い
ず
れ
も
昨
年
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
養
殖
方
法
別
で
は
、
パ
ー
ル
ネ
ッ

ト
七
・

o
m、
三
九
・
九

g
、
丸
篭
六
・

七
仰
、

三
六
・
九
F
お
よ
び
耳
吊
り
七
・

一
倒
、
四
六

・
八
F
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
の
稚
貝
採
取
が
例
年
よ
り

一
ヶ
月
半

か
ら
一
一
ヶ
月
遅
れ
た
乙
と
を
考
慮
す
る
と
、

こ
の
成
長
は
現
在
、
か
な
り
回
復
し
た
状

況
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
(
表

3
)
0

養
殖
方
法
別
収
容
密
度
に
つ
い
て
見
る

と
(
表
3
)
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
及
び
丸
篭
の

一
段
当
り
と
耳
吊
り
の

一
連
当
り
の
全
湾

平
均
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
六
個
、

一
六
個

及
び

一五
四
個

(
昨
年
同
期
は
、

一
六
個
、

一
七
・
七
個
及
び

一
五
八

・
七
個
)
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
同
期
よ
り
や
や
減
少
状
態

に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
垂
下
連
の
間

青森県水産増殖センターだより第33号

昭
和
五
二
年
以
降
、
毎
年
同
じ
時
期
と

方
法
で
実
施
し
て
き
で
い
る
春
期
ホ
タ
テ
ガ

イ
養
殖
実
態
調
査
が
六
月
十
日
か
ら
六
月
二

十
日
ま
で
の
十

一
日
間
に
わ
た
っ
て
陸
奥
湾

全
域
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

乙
れ
は
、
陸
奥
湾
に
お
け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
適
正
養
殖
を
図
る
た
め
、
垂
下
養
殖
の
実

態
を
把
握
し
、
今
後
の
適
正
な
生
産
計
画
の

指
針
と
す
る
た
め
、
漁
業
協
同
組
合
を
主
依

に
む
つ
湾
漁
業
振
興
会
・
市
町
村
及
び
県
が

橋
通
協
力
を
し
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

調
査
対
象
者
は
、
各
漁
協
及
び
地
区
ど
と

に
無
作
為
に
抽
出
し
た
七
八
人
、
調
査
点
数

は
一
四
五
点
、
調
査
し
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
は
、

五
九
年
産
貝
二
二
、
一
七
六
個
で
し
た
。

調
査
結
果
の
観
要
を
み
る
と
、
表
ー
の
よ

う
に
、
五
九
年
産
貝
の
手
持
ち
数
量
は
、
四

二
、
四
二
五
万
個
、
そ
の
養
殖
種
類
別
比
率

は
、
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
三一一

・
一
%
、
丸
篭

一

七
・
八
%
、
及
び
耳
吊
り
五

0
・
一
%
で、

五
八
年
か
ら
耳
吊
り
の
割
合
は
減
少
し
て
き

で
い
ま
す
。

表
2
は
、
年
度
別
の
へ
い
死
率
及
び
異
常

貝
出
現
率
の
推
移
を
示
め
し
ま
し
た
。

全
湾
平
均
で
、
へ
い
死
率
二
・
二
%、

異
常
貝
出
現
率
一

7
七
%
と
三
年
ぶ
り
に

延知<:$同妥喜岡需喜岡<:$同這言同省言同省言同省言回<:$同<$:l<:$同建知5 

隔
に
つ
い
て
み
る
と
、
パ
ー
ル
ネ
ハ
王

四
・
九

m
、
丸
篭
七

0
・
二
川
及
び
耳
吊

り
五
八

・
五
仰

(
昨
年
同
期
は
、
五

一
・

七

m
、
七

0
・
八

m
及
び
六
五

・
一ニ
仰
)

と
耳
用
り
の
間
隔
が
狭
く
な

っ
て
い
ま
す

(表

3
)
0

乙
の
結
果
、
幹
綱

一
m
当
り
の
収
容
数

は
、
い
ず
れ
の
地
区
及
び
養
殖
方
法
別
に

お
い
て
も
県
の
指
導
値
で
あ
る
幹
綱

一
m

当
り

一
五
O
個
以
下
を
上
廻
っ
て
お
り
、

一
部
に
お
い
て
は
、

2
倍
以
上
の
地
区
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

考
察
と
今
後
の
課
題

養
殖
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
へ
い
死
率
、

異
常
貝
出
現
率
が
三
年
ぶ
り
に
実

質
的
な
低
下
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
漁
業
者
自
身
の
養
殖

管
理
技
術
に
対
す
る
理
解
と
そ
の

実
践
に
よ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
ま

す。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
幹
綱

一
m当
り
の一軍一下
個
数
が
依
然
と

A
口

し
て
多
い
乙
と
か
ら
成
貝
養
成
に
崎

お
い
て
は
、

一
五
O
個
/

m
以

内

訓

と
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
茄

良
い
成
績
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
増
調

殖
セ
ン
タ
ー
の
実
証
試
験
に
よ
っ

て
確
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

ζ

の

寸

収
容
数
を
目
標
と
し
て
、

一一
層

の

表

成
長
促
進
と
安
定
生
産
伯
を
図
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

~ 

考

59年度貝 (42，424.5万個)

58年度貝 (29，190.5万個)

57年産貝 (30，031.5万個)

備

春期養殖ホタテガイ実態調査結果(半成員)

区分 調査年度 調査対象貝 上 磯 育 森 平 内 上 ヰヒ 下 北 全 湾平均

へい 60 59年産貝 5.5 (0-37.2) 1.8 (0-17.5) 1.5 (0-4.8) 1.8 (0-6.8) 1.8 (0-13.8) 2.2 (0-37.2) 

死率 59 58 2.1 (0-11.4) 2.3 (0-10.6) 2.2 (0-38.4) 1.8 (0-11.5) 1. 7 (0-12.1) 2.2 (0-38.4) 

号も 58 57 2.1 (0-12.4) 2.2 (0-15.1) 4.0 (0-43.8) 4.2 (0-22.3) 1.1 (0-7.6) 3.1 (0-43目8)

異常員 60 59 5.1 (0-44.0) 2.8 (0-8.0) 1. 9 (日-12.0) 2.0 (0-8.0) 4.5 (ひ-14.0) 2.7 (0-44.0) 

出現率 59 58 4.3 (0-48.0) 3.0 (0-25.0) 2.6 (日-24.0) 9.8 (0-38.0) 3.5 (0-26.0) 3.8 (0-48.0) 

号y，; 58 57 2.4 (0-22.0) 4.7 (0-58.0) 5.4 (0-58.0) 5.5 (0-14.0) 1.6 (0-24.0) 4.4 (0-58.0) 

地区別内訳 (漁協)
平舘村、飴聖日町 後潟、青森市 平内町 野辺地町、積浜 むつ市、川内町

蓬回村 町 脇野沢村

表 2

養殖方法別結果

区 分 調査点数
へい死率 異常貝出現 平均収容数 平均殻長 平均重量 平均軟体部 連の間隔 1 m当りの
(%) 率(%) (個) (四〉 (~) 重量(~ ) (cm) 収容数(個)

ノ{，.，_，レネッ卜 63( 64) 2.8(4.1) 1.3(5.0) 16( 16.0) 7.0(7.3) 39.9(43.5) 15.8 54.9(51.7) 268(283.1 ) 

全湾平均
丸か ζ 36( 34) 1.6(0.6) 6.6(1.8) 16( 17.7) 6.7(7.1) 36.9(40.7) 14.8 70.2(70.8) 241(210.1) 

耳巾り 46( 71) 2.0(1.6) 2.2(4.1) 154(158.7) 7.1(7.2) 46.8(45.5) 19.4 58.5(65.3) 277(240.3) 

平 均 145(169) 2.2(2.2) 2.7(3.8) 6.9(7.2) 41.3(43.8) 16.7 59.9(61.2) 264(250.6) 

( )内は昨年の結果

表-3
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民
間
演
よ
り

出~同岳民~出~民~民~出争回~回~民~民~同~同~

養
殖
産
業
の
変
遷
と

合
後
の
問
題
点
に
つ
い
て

南

西

海

区

水

産

研

究

所

増

殖

部
増

殖

第

一

研

究

室

岡

本

亮

室

長

広
島
湾
の
カ
キ
養
殖
は
四

O
O年
と
い

う
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
三

O
年
来
カ

キ
養
殖
の
指
導
に
あ
た
っ

て
乙
ら
れ
た
岡

本
室
長
に
よ
る
「
養
殖
産
業
の
変
遷
と
今

後
の
問
題
点
に
つ
い
て」

と
題
す
講
演
が

七
月

一
九
日
、

県
職
員
会
館
八
甲
荘
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

(

要

旨

)

広
島
湾
の
カ
キ
は
年
間
約
三
万
ト
ン

(む
き
身
)
、
全
国
生
産
量
の
約
七

O
%

を
生
産
し
て
い
る
。
広
島
湾
の
カ
キ
養
殖

に
は
三

O
O年
と
も
四

O
O年
と
も
云
わ

れ
る
長
い
歴
史
が
あ
り
、
圏
内
は
も
と
よ

り
海
外
に
お
い
て
も
広
島
カ
キ
と
呼
ば
れ

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る。

非
常
に
沢
山
生

産
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
け
れ
ど
も

沿
岸
域
の
漁
場
老
他
の
進
行
に
伴
う
、
神

合
漁
場
へ
の
避
難
、

赤
潮
の
被
害
を
回
避

す
る
た
め
に
普
及
し
た
深
吊
り
な
ど
に
よ
っ

て
、
産
卵
時
期
の
遅
延
と
、
そ
れ
に
伴
う
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同
開
箇
時
期
の
ず
れ
込
み
が
、
身
入
り
時
期

の
遅
れ
と
な
っ
て
現
れ
始
め
て
、
現
在
利

益
率
が
非
常
に
さ
が
っ
て
き
た
乙
と
が
カ

キ
養
殖
経
営
上
、
重
大
な
問
題
と
な
り
つ

つ
あ
る
。

カ
キ
に
限
ら
ず
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
に
限
ら

ず
、
ハ
マ
チ
に
し
ろ
、
ノ
リ
に
し
ろ
、
ア

コ
ヤ
ガ
イ
に
し
ろ
、
養
殖
の
経
緯
を
み
る

と
、
衰
退
す
る
前
に
は
他
の
産
業
よ
り
も

非
常
に
栄
え
、
も
う
け
が
良
い
時
代
が
あ

り
、
次
の
段
階
に
は
衰
退
が
み
ら
れ
る
。

海

域

に

よ

る

特

有

の

生

産

性

一
つ
の
海
域
に
は
、
そ
の
海
域
特
有
の

生
産
性
が
あ
る
。
む
つ
湾
に
は
む
つ
湾
の

特
性
が
あ
り
、
瀬
戸
内
海
に
は
瀬
戸
内
海

の
特
性
が
あ
る。

む
つ
湾
は
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
生
産
に
適
し
て
い
る
が
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ

の
生
産
に
は
適
し
て
い
な
い
。
広
島
湾
は

カ
キ
の
養
殖
は
出
来
る
が
、
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
養
殖
が
も
う
か
る
か
ら
と
い

っ
て
も
ホ

タ
テ
ガ
イ
は
育
た
な
い
。

(

(

 

海

域

の

生

産

力

一
つ
の
海
域
に
は
、
何
を
、

ど
れ
ほ
ど

つ
く
っ
た
ら
よ
い
か
、
ど
れ
ほ
ど
の
量
ま

で
な
ら
生
産
す
る
乙
と
が
出
来
る
か
と
い

う
生
産
力
が
あ
る
。

養
嫡
総
数
量
が
そ
の
海
域
の
も
つ
生
産

力
の
範
囲
円
で
あ
れ
ば
数
量
を
婚
加
さ
せ

て
も
よ
い
が
、
生
産
力
の
限
度
を
超
え
て

養
殖
す
る
よ
う
に
な
る
と
餌
不
足
と
な
り

育
た
な
く
な
る。

生
産
力
の
範
囲
を
超
え

て
は
な
ら
な
い
。

漁
場
の
老
化

む
つ
湾
の
よ
う
に
養
殖
の
歴
史
の
浅
い

海
威
に
お
い
て
は
、
餌
の
量
と
養
殖
数
量

宇佐
考
え
れ
ば
よ
い
が
、
広
島
湾
の
よ
う
に

三
O
O年
も
四

O
O年
も
続
い
て
き
て
、

し
か
も
沢
山
の
生
産
を
あ
げ
て
き
た
漁
場

で
は
糞
や
死
貝
が
海
底
に
堆
積
し
て
漁
場

が
老
伯
し
て
く
る
。
海
に
は
生
産
性
、
生

産
力
の
ほ
か
に
、
自
浄
作
用
が
あ
り
、
自

然
で
浄
他
出
来
る
範
囲
の
糞
や
死
貝
で
あ

れ
ば
よ
い
が
、
そ
れ
を
越
す
と
海
底
に
堆

積
す
る
よ
う
に
な
る
。
堆
積
物
が
分
解
す

る
と
き
海
中
の
酸
素
が
消
費
さ
れ
酸
素
量

が
不
足
し、

養
殖
生
物
は
へ
い
死
す
る
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
貧
酸
素
に
つ
よ
い
種

類
の
付
着
物
が
増
殖
し
、
海
の
酸
素
量
は

更
に
低
下
す
る
よ
う
に
な
る。

広
島
湾
の
沿
岸
域
で
は
夏
季
に
な
る
と

酸
素
量
の
飽
和
度
が
二一
O
%以
下
に
な
る
。

そ
ζ
で
は
カ
キ
が
育
た
な
い
。

/ベ

広

島

湾

の

カ

キ

養

殖

は

ど

の

よ

う

に

変

っ
て

き

た

か

沿
岸
域
の
漁
場
老
侶
が
進
行
す
る
以
前

は
沿
岸
域
で
養
殖
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
沿
岸
践
に
は
天
然
の
カ
キ
も
あ
っ

た。

沿
岸
域
で
は
水
温
上
昇
時
期
が
早
く

七
月
に
入
る
と
採
苗
が
出
来
、
す
ぐ
通
し

替
え
本
垂
下
を
し
て
そ
の
年
の
一
二
月
か

ら
翌
年
の
四
月
頃
に
む
き
身
出
荷
す
る

一

年
養
殖
の
方
式
と
、
採
箇
し
た
後
翌
年
の

四
月
頃
ま
で
養
猶
柵
に
置
き
抑
制
し
、
五、

六
月
頃
通
し
替
え
し
て
筏
に
垂
下
し
、

一
O
月
か
ら

一
二
月
に
か
け
て
む
き
身
出

荷
す
る
長
期
間
抑
制
方
式
と
、
二
つ
の
方

式
の
組
合
せ
で

一
O
月
か
ら
翌
年
の
四
月

ま
で
出
荷
出
来
、
身
入
り
払
}
非
常
に
良
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
沿
岸
域
で
は
都
市
排
水
や

工
場
廃
液
に
よ
り
漁
場
の
老
侶
が
進
行
し
、

酸
素
不
足
と
な
り
カ
キ
が
育
た
な
い
の
で

養
殖
筏
を
沖
合
へ
移
動
し
養
殖
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
押
合
で
も
赤
潮
が
発
生
す
る

の
で
赤
潮
被
害
を
避
け
る
た
め
用
手
を
五

m
か
ら

一
O
m
層
に
深
吊
り
を
す
る。

神

合
の
表
層
水
温
が
七
月
頃
に
は
産
卵
の
適

水
混
二
三

t
二
四
度
に
な
る
が
五
t
一

o

m
層
の
垂
下
層
が
適
水
温
に
な
る
の
は
お

く
れ
る。

し
た
が
っ
て
採
苗
時
期
が

一
五

t
三
O
日
位
お
く
れ
る。

一
O
t
一一

月

に
か
け
て
吊
手
を
下
げ
深
用
り
本
垂
下
し
、

翌
年
八
月
、
盆
も
過
ぎ
土
用
波
が
立
つ
頃

に
な
る
ん
一、
暑
さ
も
よ
う
や
く
下
り
坂
と

な
り
、
赤
潮
の
お
そ
れ
か
ら
も
解
放
さ
れ
る

頃
、
身
入
り
を
よ
く
す
る
た
め
そ
れ
ま
で

筏
に
深
吊
り
し
で
あ
っ
た
カ
キ
の
吊
手
を

あ
げ
養
殖
筏
を
沿
岸
漁
場
へ
移
動
さ
せ
、

一

o
t一
一
月
に
か
け
て
む
き
身
出
荷
す

る
養
殖
方
式
に
変
っ
た
。
ま
た
、

宮
域

種
を
広
島
湾
で
養
殖
す
る
と
、
成
長
、

身
入
り
の
時
期
、
卵
の
成
熟
が
共
に
早

い
と
い
う
こ
と
で
、
近
年
、
宮
城
種
の

移
殖
が
益
々
助
長
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。順

調
に
生
産
さ
れ
て
い
る
と
き
は
密
箔

に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
次
に
く
る
も
の
は

大
量
へ
い
死
、
さ
も
な
く
ば
大
量
一貧
乏
を

招
く
。
そ
の
海
践
の
適
正
収
容
量
宇伊
守
り、

適
正
管
理
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
浄
作
用
で
き
る
範
囲
を
超
え
た
生
産
が

何
年
か
続
く
と
広
島
カ
キ
と
同
じ
な
こ
と

が
ホ
タ
テ
ガ
イ
で
も
お
乙
る
こ
と
が
懸
念

式
」
れ
る
。
乙
の
と
と
が
今
後
の
む
つ
湾
で

の
宿
題
で
あ
る
と
思
う。

海
は
俺
遥
の
生
産
の
場
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
子
や
孫
の
も
の
で
も
あ
る
、
そ
ζ

で

生
産
を
あ
げ
る
と
同
時
に
、
海
を
A
「よ
り
、

よ
り
良
く
し
て
子
や
孫
に
ゆ
ず
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
生
産
者
の
義
務
で
も
あ
る
と
思

う
。
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